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「ロータリーは分かちあいの心」

　第2033回　例会（第十回例会）
　 本日の卓話　 佐々木将人様

★ 点鐘

★ ロータリーソング斉唱　奉仕の理想

★ 四つのテスト唱和

★ 来訪者紹介　山本会長より

★ 会長挨拶

★ 幹事報告

★ 委員会報告

★ 卓話者紹介　大野職業情報委員長

★ 本日の卓話　講師 　佐々木将人様

★ 謝辞

★ 出席状況報告

★ 点鐘

佐々木将人先生です。本日は卓話をお願いしてあります。佐々木先生、本日はどうぞ宜しくお願い致します。

皆様こんにちは。今日の新聞を見てみると、安倍首相の辞任の記事がありました。

この辞任は正月のクリスマスケーキと言います。間が伸びていると言います。

政治家は、体の中に国家を持っていると言う意識がなければならないと思います。

中国人と日本人を見分ける方法。日本人は話をしていて頷きますが、中国人は頷かないそうです。

遠くから見て、すぐわかりますね。こういう時期に佐々木先生の公演が頂けるのは、大変有難い

事だと思います。人間の本性について２時間のお話が頂けると思うと、昨晩は眠れませんでした。

今日は眠らないようにしないといけないと思いました。

※ 小椋副幹事

※武田幹事が急用につきお休みです。

※先日誕生祝いをプレイバッハにて行いました。

　次回の誕生お祝いは、９月１０月のお生まれの方のお祝いを行います。

※次回例会は、行田ロータリークラブ、行田さくらロータリークラブさん、吹上ロータリー...

　クラブの３クラブ合同例会です。 行田ロータリークラブが、ホストクラブとなります。

※１０日８日、行田ロータリークラブと白河ロータリークラブの、姉妹クラブを結んでの

　１０周年祝いが、白河にて行われます。

司会 宮内会員



※ ゴルフ委員会 武井委員長

明日は親睦ゴルフコンペを行います。

８時１５分の集合でお願いします。

※ 大野職業情報委員長

佐々木将人様は、昭和４年、山形に生まれた方です。今年８０歳になります。

佐々木様の著書には、「人生山河ここにあり」「日本人よ母心に帰れ」「生きる」等があります。

佐々木様、本日は宜しくお願いします。

　講師 佐々木将人様

、【マークは語る】

人は黙っていても体は２０歳になれば成人になります。でも心が成人するわけはありません。

。宥座の(ゆうざ)の器(き)について。

宥座の器とは、座右において戒めとする器と言う意味で、「虚なればすなわち傾き、中なればすなわち

正しく、満つればすなわち覆る」器です。つまり、空の時は傾き、ほどよく水を入れると正しく

水平を保ち、水をいっぱい入れるとひっくり返ります。

孔子(紀元前５５１～４７９)は魯(ろ)の桓公(かんこう)のびょうに参脂した時、宥座の器を見て、

弟子たちに「満ちて覆えらない者はいない」と教訓しました。

例えば事業経営の場合、自分の力以上あるいは力いっぱいの事業をするとどうしても無理をするので、

健康上、家庭上、社会生活上、色々な面でマイナス要因が生じてきます。社会的地位や名誉、財産、

権力などの取得においても最高位に上り詰めて満ち足りると、安心して、そのうちひっくり返って、

せっかく得たものを失ってしまいます。

この宥座の器は、人生におけるすべての事において、無理をする事や満ち足りる事を戒め、中庸の徳、

謙譲の徳の大切な事を教えています。

等々、大変わかりやすく冗談を交えながら卓話をして頂きました。佐々木将人様、ありがとうございました。

講師 佐々木将人様と卓話風景の写真です。

寝る暇がなく、ありがとうございました。本当に心の真髄をついたお話、ありがとうございました。



※ 小林会員

会員数６５名　本日の出席者２７名　本日の出席率４３％

例会の後、18時より懇親会です。持田親睦委員長の司会により、懇親会が始まりました。

山本会長、小菅職業奉仕委員長に挨拶をして頂き、小池パストガバナーによる

乾杯の音頭によって、宴が始まりました。

宴もたけなわになり、第一の締めを小山パスト会長に、第二の締めを石塚パスト会長に、

第三の締めを渡辺パスト会長にお願いして、お開きとなりました。

翌日１４日には親睦ゴルフコンペが開かれ、今回の職業情報セミナー例会の終了となりました。

乾杯の音頭　小池パスト会長 宴席の様子

※ 一泊研修例会の写真はフォトギャラリーにもございますので、是非ご覧になってください。


